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子育てには父親の協力が必要 !
子どもとかかわる大切さを知る
10月19日、「ちびっこ集まれ!　お父さんと遊ぼう」が白方

コミュニティセンターで開催されました。この催しは、

２・３歳の子どもたちとその親を対象に、父親の子育て支

援・参加を推進するため、ゲームなどを通して父子（親子）

の触れ合いの場を提供するとともに、集団の中でわが子が

どのような行動・言動をするか確認し、今後の子育ての参

考にしてもらおうと実施されたもの。お父さんに甘えなが

ら、シャボン玉を飛ばしたり、金魚すくいなどをして遊ぶ

子どもたちの笑顔が、会場のあちらこちらで見られました。
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高齢者の生きがいの充実や社会参加を推進するため、就業

を通して、自己の能力を活用したいと希望するおおむね60

歳以上の方に、地域の臨時的・短期的な仕事を提供してい

る（社）シルバー人材センター（須藤富雄理事長、会員数337

人）が10月11日、ＪＲ東海駅構内の植木のせん定および除草

の奉仕作業を行いました。今年で９年目を迎えたこの奉仕

作業は、会員の豊富な経験と技術を地域社会に少しでも還

元できればと実施されているもの。この日は27人が参加し、東

海村の玄関口「ＪＲ東海駅」の環境美化に貢献していました。

●シルバーパワーを地域社会に還元

10月14日、澄み切った青空の下、村民相互の融和を図るこ

とを目的とした「第32回東海村総合体育大会」が、東海南中学

校グラウンドをはじめとする村内各所で開催されました。

競技に先立って行われた開会式では、出場選手を代表し

て、東海村空手道連盟の高橋雄人さんとアンナ・グリボワ

さんが力強く選手宣誓。小学生からお年寄りまで約4,300人

の参加者は、野球、サッカー、バスケットボール、クロッ

ケーなど16種目に分かれ、日ごろの練習の成果を余すとこ

ろなく発揮し、各会場を舞台に熱戦を繰り広げていました。

●秋晴れの下で心地よい汗流す

石神外宿（一部）・竹瓦・亀下・豊岡地区の住民避難を含めた

「東海村水防訓練」が10月20日、東海村地域防災計画（風水害

対策編）に基づき、「集中豪雨により、久慈川右岸堤防の一部

に亀裂が入り決壊の恐れがあることと、新川のはんらん」を

想定して行われました。避難所となった石神・白方の各コ

ミュニティセンターでは、避難してきた住民の方々に血圧

測定などを、決壊を想定した現場では迅速な土のう積みを

実施。参加者たちは、本番さながらの熱のこもった訓練を

通して、水防に対する備えの重要性を再確認していました。

●水防対策の重要性を再確認した水防訓練
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　東海村民話再生の会では、平成15年３月２日

（日）に開催する“第１回東海村民話の集い”で、再

生した民話をビデオや紙芝居で演じてみたい方

を、小学生から高齢者まで広く募集します。応

募者には練習用として、平成15年１月10日（金）か

ら２月28日（金）まで下記作品を貸し出します。

■申し込み・問合せ 12月10日（火）までに、中

央公民館へ申し込みください。
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納付税目 固定資産税第３期分

圷土地改良区経常賦課金後期分
　　 圷土地改良区水利費

10 月中の件数

１月からの累計

前 年 と の 比 較

発生件数

24

201

－11

死者数

0

１

－4

負傷者数

30

246

－29

10

■期　　日 12月８日（日）　

■時　　間 午前９時～正午

■場　　所 消防庁舎（会議室）

■内　　容
そ せい

心肺蘇生法・止血法など（実技主体）

■定　　員 先着30人（実施人員５人以上）

■費　　用 無料

■そ の 他 　当日は、動きやすい服装で参加

してください。　普通救命講習会終了証を交

付します。　予約制保育サービス（無料）を実

施します（12月１日（日）まで受け付けます）。　

すでに普通救命講習会終了証を交付され、２

年が過ぎている方もご参加ください。　職

場・地域・グループ・サークルなどで10人以

上集まれば、いつでも開催します。

■申し込み・問合せ　消防署救急救助係

中央公民館講座受講生募集

普通救命講習会参加者募集

　

　村内の公立保育所および私立保育園では、平

成15年度の入所（園）児を募集しています。

■対　　象 　保護者が昼間働いている世帯　

母親が出産前後の世帯　保護者が疾病中の世

帯　家庭に長期にわたる疾病人がいて、保護

者が看護をしている世帯　その他、保護者が

子どもを保育できない正当な理由がある世帯

――のいずれかに該当する世帯の乳幼児　

■募集人員 公立保育所（百塚・村松・舟石

川）、私立保育園（チューリップ・南台）いずれ

も若干名

■申し込み・問合せ 福祉部福祉課または各保

育所（園）に備え付けの「保育所入所申込書」に

必要事項を記入の上、12月９日（月）から20日

（金）（土・日曜日を除く）までの午前８時30分か

ら午後５時15分までに、福祉部福祉課児童福

祉係（内線1168）へ申し込みください。

平成1 5 年度保育所（園）入所者募集

初心者のためのパソコンＱ＆Ａ

　パソコンについて分からないことや聞きたい

ことにお答えする教室です。

■日　　時　12月７日（土）・14日（土）…午前９時

30分～11時30分　12月21日（土）…午後１時30分

～３時30分　

■対　　象　村内在住・在勤の方

■定　　員　各先着10人
パソコン（インターネットも含む）を開放します

　インターネットを利用して学習したい方、パ

ソコンを自由に使ってみたい方はご利用くださ

い。

■日　　時　12月７日（土）・14日（土）…①午後１

時～２時30分　②午後２時30分～４時　

■対　　象　①村内在住の小・中学生　②高校

生以上で、村内在住・在勤・在学の方

■定　　員 各先着15人
受講料

　無料

その他

　フロッピーをご持参ください。

申し込み・問合せ　

　12月６日（金）までに、中央公民館へ申し込み

ください。

“東海村民話の集い”出場者募集

　東海村の紙芝居
村松虚空蔵尊の黒絵馬
村松虚空蔵尊の霊験木
雁生の釣鐘
おかめ笠ぬき田
石神溜の人柱

　東海村のビデオ
香香背男の石
流れついた光る木
おかめ笠ぬき田
石神溜の人柱
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12 12
場 所

問 合 せ

 相談日

６日（金）

13日（金）

20日（金）

時間

10:00～15:00

10:00～12:00

10:00～15:00

相談種別

心配ごと相談

心配ごと相談(弁護士相談)

心配ごと相談

行政相談・人権相談

心配ごと相談所(合同庁舎2号館2階)

社会福祉協議会

診療時間

問 合 せ

 期日

１日（日）

８日（日）

15日（日）

22日（日）

23日（月）

29日（日）

30日（月）

31日（火）

病医院名

東海病院

尾形医院

東海病院

長澤医院

東海クリニック

尾形医院

尾形医院

尾形医院

電話番号

282-2188

282-4781

282-2188

282-2009

283-1711

282-4781

282-4781

282-4781

　いすに座ってできる体操・レクリエーション

や、軽いスポーツ・ゲームなどを行います。

■日 程 等

■時　　間 午後１時30分～３時

■対　　象 おおむね60歳以上の方

■費　　用 無料

■講　　師 大沢美智子さん（レクリエーション

コーディネーター）

■そ の 他 運動のできる服装・靴、タオルを

お持ちください。

■問 合 せ 東海村（基幹型）在宅介護支援セン

ター（福祉部福祉課内　内線1164）または東海

村（地域型）在宅介護支援センター（　287-1121）

いきいき健康教室参加者募集

期　　日

12月４日（水）

12月６日（金）

12月９日（月）

12月18日（水）

12月20日（金）

場　　所

石神コミュニティセンター

白方コミュニティセンター

舟石川３区集会所

舟石川コミュニティセンター

岡集会所

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

はつらつ健康体操参加者募集
　今までの「60歳からの健康体操」を「はつらつ健

康体操」と名称を変更しました。12月は「転倒予防

体操」を行います。

■日 程 等

■時　　間 午前９時30分～11時

■対　　象 おおむね60歳以上の方

■費　　用 無料

■講　　師 植田和子さん（運動指導士）

■そ の 他 運動のできる服装・靴、タオルを

お持ちください。

■問 合 せ 東海村（基幹型）在宅介護支援セン

ター（福祉部福祉課内　内線1164）または東海村

（地域型）在宅介護支援センター（　287-1121）

期　　日

12月16日（月）

12月17日（火）

場　　所

岡集会所

百塚集会所

　おもちゃランドは、発達に何らかの問題がある

就学前の幼児と健常児がおもちゃを通して触れ合

うことを目的とした母子集団保育の場です。

●期　　日　毎月第４火曜日（ただし、12月の開

設日は17日となります）　

●時　　間　午前10時～正午

●場　　所　心身障害者福祉センター「はまざく」

●講　　師　専門の指導員およびボランティア

●内　　容　　手作りのおもちゃなどを用いて、

発達向上を図ります。　発達に問題がある子と

健常児が触れ合うことにより、お互いに成長し

ます。　お母さん同士の情報交換の場です。

●費　　用 無料

●問 合 せ　社会福祉協議会地域福祉係（　287-

1121）

　日ごろ何かと忙しい母子が共に参加し、親子の

触れ合いやコミュニケーションの場を持つこと

で、楽しく有意義な１日を過ごしてもらう目的で

行います。

●期　　日　12月22日（日）　

●時　　間　午前10時30分～正午

●場　　所　石神コミュ二ティセンター

●対　　象　村内在住の母子家庭の親子

●定　　員　45人

●費　　用　無料

●内　　容　クイズ、ビンゴゲームなどを行い、

クリスマスプレゼントやケーキ付き昼食を用意

します。

●申し込み・問合せ　12月５日（木）までに、境洋

子さん（東海村母子寡婦福祉会会長　　282-

4817）へ申し込みください。

　

おもちゃを通して触れ合う
おもちゃランド参加者募集

楽しいクリスマス
親子クリスマス会参加者募集
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

　平成14年２月の確定申告から農業所得標準が廃

止となり、「収支計算」での申告に移行されまし

た。このことに伴い、税務署では、農業所得があ

る方に対して、農業収入の金額により「収支計算」

への段階的な移行をお願いするとともに、「農業所

得収支計算説明会」を下記のとおり開催します。ぜ

ひご参加ください。

●日時・場所

●対　　象　農業所得がある方

●そ の 他　いずれの会場でも参加することがで

きます。

●問 合 せ　企画総務部税務課住民税係（内線

1117）または太田税務署（　0294-72-2171）

　登記、供託、戸籍・国籍、人権擁護など法務局

が取り扱う業務について法務局職員が相談に応じ

ます。なお、相談内容の秘密は厳守します。

■期　　日 12年１日（日）　　

■時　　間 午前10時～午後４時

■場　　所 水戸駅ビル「エクセル」６階催事場

（水戸市宮町1-1-1）　

■内　　容 境界争い、相続などの登記手続、

抵当権の抹消手続、地代・家賃の供託手続、戸

籍の届出方法、成年後見制度、帰化相談など。

■問 合 せ 水戸地方法務局総務課（　227-9911）

無料法律総合相談開催

●期　　日　12月16日（月）　

●時　　間　午後１時～３時30分

●見 学 先　日立港第５埠頭に停泊中の「にっぽ

ん丸」船内

●内　　容　　船内見学会　　文化講演会　演題

／「クルーズのススメ」　講師／前田武彦さん（放

送タレント）　　クルーズＱ＆Ａ　　抽選会

●定　　員　125組（250人）

●参 加 費　無料

●申し込み・問合せ　11月29日（金）（消印有効）ま

でに、官製はがきに参加者全員（はがき１枚で

２人まで）の郵便番号・住所・氏名・年齢・性

別・電話番号を記入の上、茨城県土木部港湾課

港湾振興室内「クルーズ文化講演会」参加者募集

係（〒310-8555　水戸市笠原町978-6　　301-

4536）へ申し込みください。応募者多数の場合

は抽選となり、当選者には招待状の発送をもっ

て発表に代えさせていただきます。

　昭和57年４月２日から昭和58年４月１日までに

生まれ、東海村に住所がある方には、12月中旬ご

ろに案内状を送付します。なお、現在は東海村に

住所がなくても、以前東海村に住んでいて、出席

を希望される方はご連絡ください。

●期　　日 平成15年１月11日（土）

●場　　所 東海文化センター

●問 合 せ 教育委員会社会教育課生涯学習係

（内線1424）

平成14年分農業所得を申告される農家の方へ
農業所得収支計算説明会開催!

期　日

12月４日（水）

12月５日（木）

12月13日（金）

時　間

午前1 0時から

午後１時3 0分から

午前1 0時から

午後１時3 0分から

午前1 0時から

場　所

常陸太田市　

生涯学習センター（大ホール）

那珂町　

那珂町中央公民館（集会ホール）

大子町　

大子町中央公民館（講堂）

大宮町　

大宮町役場（201号会議室）

ひたちなか市　

ひたちなか市ワークプラザ（大会議室）

「クルーズ文化講演会　にっぽん丸ＩＮ日立港」
参加者募集　

平成15年１月11日（土）
東海村成人式開催!
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12月の東海文化センター催し物案内

12
場　　所　保健センター

問 合 せ　福祉部保健年金課保健予防係(内線1135)

●健康相談 日 時 内 容

●乳幼児健診 日 時 健診名 対象児
２歳半歯科

乳 児

1 歳6 か月児

３歳児

平成12年5・６月生まれの子

平成1 4 年　7 月生まれの子

平成13年  5月生まれの子

平成11年  10月生まれの子

乳幼児身体測定・育児栄養相談・

一般血圧相談ほか

●乳幼児教室 日 時  内容 用意する物

赤ちゃん教室11日（水）13:20～15:00

※赤ちゃん教室は、中央公民館で行います。

※生後3 か月児から4 か月児が対象です。
９日（月）

10:00～11:30

13:00～14:00

2日（月）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

13:15～14:00

13:15～14:00

13:15～14:00

13:15～14:00

　

　これまで障害者福祉サービスについては、行政

がサービスの内容を決定する「措置制度」により行

われていましたが、来年４月からは、障害のある

方自らがサービスを選択し、事業者・施設と契約

を結ぶ利用契約制度「支援費制度」に変わります。

現在、来年度サービスを利用される方の申請を受

け付けています。　

■対象となるサービス　　身体障害者・知的障

害者・障害児のホームへルプサービス、デイ

サービス、短期入所　　身体障害者・知的障害

者の更生施設、授産施設への入所・通所　　身

体障害者療護施設への入所・通所　　知的障害

者通勤寮　　知的障害者グループホーム

■そ の 他　上記以外のサービスについては、来

年度以降も従来どおり行われますので申請の必

要はありません。

■問 合 せ　福祉部福祉課障害福祉係（内線1168）

障害者福祉制度が変わります

　　

■投票できる方　満20歳以上（昭和57年12月９日

までに生まれた方）で、村の住民基本台帳に引

き続き３か月以上登録されている方（平成14年

９月１日までに転入届け出をした方）

■投票時間　午前７時～午後８時

■不在者投票　11月29日（金）から12月７日（土）ま

での間、役場議会棟１階101会議室において、毎

日午前８時30分から午後８時まで行います。

■投票場所

■問 合 せ　東海村選挙管理委員会（企画総務部

総務課内　内線1313）

12月８日茨城県議会議員一般選挙の投票日です

投票所の場所

真崎コミュニティセンター

村松コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター

舟石川保育所

外宿２区集会所

石神コミュニティセンター

亀下集会所

投票区名

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

投票所の場所

白方コミュニティセンター

村松幼稚園

東海村合同庁舎

中央公民館

舟石川コミュニティセンター

南台集会所

営農生活改善センター

投票区名

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

■期　　日 平成15年１月12日（日）

■時　　間 午前９時30分から

■場　　所 東海文化センター前駐車場ほか

■内　　容 　舟石川幼稚園・宿幼稚園・南台

保育園の園児による「幼年消防クラブ演技」　　

第１分団による「消防団操法」　　レスキュー隊

救助訓練　　石神小学校少年消防クラブ・婦人

防火クラブ・自主防災クラブによる「消火訓練」

　消防署・消防団・原子力事業所による「一斉

放水」

■交通規制 午前８時～正午

■問 合 せ 消防本部消防係

無火災・無災害を願って東海村出初式開催

音楽鑑賞教室「歌曲＆オペラコンサート」開催
■期　　日 12月８日（日）　

■時　　間 午後12時30分開場　午後１時開演

■場　　所 東海文化センター

■そ の 他 小・中学生対象ですので、一般の

方の入場は先着400人となります。

■問 合 せ 教育委員会社会教育課文化振興係

（内線1423）

入
場
料

無

料

期日 催し物

６日（金）

７日（土）

８日（日）

開演

19：00

14：00

13：00

演劇「ある豊かな生活」

ふれあいクリスマスコンサート

音楽鑑賞教室
「歌曲&オペラコンサート」

催し物

（財）東海村文化・スポーツ振興財団

青少年育成東海村民会議中丸支部
中丸コミュ二ティセンター

東海村教育委員会

入場料

3,000円
（当日500円増し）

無料

無料

母子健康手帳･ 筆記用具

･ バスタオル
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今
月
は「
寒
さ
に
よ
る
肌
荒
れ
の
防

止
法
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
寒
く
な
っ
て
く
る

と
、
肌
荒
れ
や
ひ
び
割
れ
な
ど
、
お

肌
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
気
温

と
湿
度
が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
、
皮

脂
膜
の
量
が
減
少
し
、
皮
膚
が
硬
く

な
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
に
は
、　

入
浴
の
際
、
せ
っ
け
ん

で
の
体
の
洗
い
過
ぎ
や
こ
す
り
過
ぎ

に
注
意
す
る　

入
浴
後
、
ク
リ
ー
ム

や
乳
液
な
ど
の
保
湿
剤
を
塗
っ
て
油

分
を
補
う　

水
仕
事
や
洗
剤
を
使
う

場
合
は
、
ゴ
ム
製
の
手
袋
を
し
て
、

手
洗
い
の
後
は
保
湿
剤
を
塗
る　

暖

房
時
は
加
湿
器
を
使
う
な
ど
、
室
内

の
乾
燥
に
注
意
す
る　

素
肌
に
直
接

着
る
衣
類
は
、
木
綿
な
ど
を
選
び
素

材
に
気
を
配
る
―
―
こ
と
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
十
分
な
睡
眠
や

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、
適
度
な

運
動
も
潤
い
の
あ
る
美
し
い
肌
を
保

つ
た
め
に
必
要
で
す
。

8

　

睡
眠
は
肌
の
回
復
機
能
を
高
め
、

運
動
は
血
行
や
新
陳
代
謝
を
促
進

し
、
内
臓
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
る
便
秘
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

崩
れ
を
解
消
し
ま
す
。

　

食
事
で
は
、
特
に
肌
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
る
栄
養
素
と
し
て
、

染
み
・
美
白
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
し

わ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
新
陳
代
謝
を

高
め
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
潤
い

に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
成
分
の
一
つ
を
取
る

だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
肌
の
潤
い
を
増
す
コ
ラ
ー
ゲ

ン
を
体
内
で
つ
く
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
酸
化
し
や

す
い
た
め
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
銅
な
ど
の

助
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
栄
養
素

は
ど
れ
も
関
連
し
合
い
な
が
ら
機
能

し
て
い
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

り
ま
し
ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
は
、
美
肌
へ
の

第
一
歩
。
今
年
の
冬
は
肌
荒
れ
知
ら

ず
で
乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。

●
問

合

せ　

福
祉
部
保
健
年
金
課

保
健
予
防
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
５
）

12 問 合 せ　清掃センター

資源物

宿・照沼・晴嵐荘・サイクル機構太田・サ

イクル機構箕輪の各区

真崎・原研荒谷台の各区

川根・押延・須和間・船場の各区

緑ヶ丘・南台の各区

白方・岡・サイクル機構百塚の各区

舟石川1・舟石川2の各区

舟石川中丸・原電滝坂・長堀1・長堀2の各区

豊岡・百塚・豊白の各区

内宿1・内宿2・舟石川3の各区

外宿1・外宿2・竹瓦・亀下の各区

燃えないごみ ・ 粗大ごみ ・ 有害ごみ

押延・須和間・船場・原研荒谷台の各区

内宿1・内宿2・竹瓦の各区

真崎区、真砂寮、権現山寮

外宿1・外宿2・舟石川3・原電滝坂・長堀1・長堀2の各区、長堀寮、石橋

向住宅

緑ヶ丘・南台の各区

豊岡・百塚・亀下・豊白の各区

白方・岡・サイクル機構百塚の各区

舟石川1区

宿・照沼・川根・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイクル機構箕輪の各区

舟石川2・舟石川中丸の各区

(単位:日)

4･18

2･16

3･17

5･19

6･20

11･25

10･24

9･25

13･27

12･26

燃えるごみ

月・木曜日

火・金曜日

宿・真崎・白方・豊岡・照沼・川根・岡・押延・須和間・亀下・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイクル機構箕輪・

サイクル機構百塚・原研荒谷台・緑ヶ丘・南台の各区、真砂寮、権現山寮

百塚・船場・外宿1・外宿2・内宿1・内宿2・竹瓦・舟石川1・舟石川2・舟石川3・舟石川中丸・原電滝坂・

長堀1・長堀2・豊白の各区、 長堀寮、 石橋向住宅

(単位:日)

2･16

3･17

4･16

5･18

6･19

9･20

10･24

11･25

12･26

13･27

　1948年（昭和23年）12月10日、国連総会で世界人

権宣言が採択されたのを記念し、毎年12月10日は

「人権デー」と定められました。法務省と全国人権

擁護連合会では、「人権デー」を最終日とする12月

４日から10日までを「人権週間」として各種の人権

啓発活動を行っています。一人ひとりは皆違いま

すが、人権はすべての人に平等に保障されていま

す。しかし、自分の人権の主張をするだけでは、他

の人の人権を侵害することもあり、お互いに相手

の立場を考え豊かな人間関係をつくりましょう。

12月４日から10日まで人権週間です 「ふれあいクリスマスコンサート」開催
　

　水戸交響吹奏楽団を招いて、青少年育成東海村

民会議中丸支部と中丸コミュニティセンター共催

によるクリスマスコンサートを開催します。な

お、中丸小学校のリコーダークラブが賛助出演し

ますので、ぜひご来場ください。

■期　　日 12月７日（土）

■時　　間 午後２時～４時（午後１時30分開場）

■場　　所 東海文化センター

■対　　象 村内在住・在勤の方（先着800人）

■問 合 せ 中丸コミュニティセンター（　287-

2128）

入
場
料

無

料
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今
月
の
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、（
社
福
）清
心
福

祉
会
清
心
保
育
園
に
勤
務
す
る
細
貝
明
栄
さ
ん（
二
十
四

歳
）に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

”
子
ど
も
が
大
好
き

“
と
い
う
明
栄
さ
ん
。
子
ど
も
の

こ
ろ
は
、
同
じ
年
代
の
友
達
よ
り
も
、
七
歳
下
の
妹
や

そ
の
友
達
な
ど
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
経
験
か
ら
か
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
に

は
、
保
育
士
に
な
る
夢
を
抱
い
て
い
た
と
か
。

そ
の
夢
が
か
な
い
、
保
育
士
と
な
っ
て
働
き
始
め
た

の
は
四
年
前
。
現
在
、
一
歳
児
を
受
け
持
つ
彼
女
は
、

”
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

“
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど

も
た
ち
と
接
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
新
し
く
園
児
が

入
っ
て
き
た
と
き
や
ク
ラ
ス
替
え
の
と
き
な
ど
は
人
見

知
り
を
す
る
子
が
多
く
、
お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
を
す
る
な

ど
、
懐
い
て
も
ら
う
の
が
大
変
と
の
こ
と
。
で
も
、「
そ

ん
な
苦
労
も
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
笑
顔
を

見
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
」と
話
す
彼
女
は
、「
子
ど
も
に
楽

し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
保
育
が
し
た
い
」と
い

う
、
期
待
し
て
や
ま
な
い
抱
負
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　 「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

（須和間）

広
報 

と
う
か
い　
４
月
25
日
号

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
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天
文
十
六（
一
五
四
七
）年
に
、
額
田
小
野
崎
篤
通
と
石

神
小
野
崎
通
長
は
所
領
の
境
界
の
こ
と
で
争
い
合
戦
と

な
り
、
江
戸
忠
通
が
調
停
に
入
り
ま
し
た
が
不
調
に
終

わ
り
ま
し
た
。
合
戦
は
石
神
氏
の
敗
北
で
終
わ
り
、
石

神
城
は
落
ち
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
佐
竹
・
江
戸
氏
の

間
が
不
和
に
な
り
内
乱
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
こ
の
石
神
城
合
戦
の
後
、
各
氏
の
関
係
は
ど

う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
天
文
十
七（
一
五
四
八
）年
五

月
九
日
に
、
佐
竹
義
宣（
義
昭
か
）は（
額
田
）小
野
崎
下
野

守
、
同
彦
三
郎
父
子
に
あ
て
た
文
書（
茨
城
県
歴
史
館
所

わ
び
ご
と

蔵『
佐
竹
江
戸
二
家
雑
録
』）で
、
佐
竹
氏
が「
詫
言
の
筋
目

に
速
や
か
に
帰
り
、
そ
の
意
に
て
赦
免
に
及
び
候
」と
額

ね
い
じ
ん

し
ょ
ぎ
ょ
う

田
小
野
崎
氏
を
赦
免
し
た
の
で
、
今
後
は「
佞
人
の
所
行

き
ゅ
う
め
い

も
致
し
候
は
父
子
共
々
糺
明
に
及
ぶ
べ
く
候
」と
裏
切
ら

な
い
よ
う
申
し
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
佞
人
と
は「
口
先
が

う
ま
く
て
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
人
」と
い
う
意
味
で
、
佞

人
の
所
行
と
は
佐
竹
氏
と
対
立
し
て
い
た
江
戸
氏
に
味

方
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
額
田
小
野
崎
氏
は
そ
れ
ま
で
江
戸
氏
に
従
い
ま
し

た
が
、
以
後
は
佐
竹
氏
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
佐
竹
氏

側
の
石
神
小
野
崎
氏
と
和
ぼ
く
す
る
条
件
が
整
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
石
神
小
野
崎
氏
は
額
田
小
野
崎
氏
と
和
ぼ

く
し
石
神
城
再
建
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
永
禄
二（
一

五
五
九
）年
に
は
石
神
城
鎮
守
で
あ
る
住
吉
神
社
の
再
建

む
な

ふ
だ

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、「
当
城
の
鎮
守

と
し
て
当
年
本
殿
大
破
に
つ
き
建
立
」し
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
合
戦
に
よ
っ
て
社
殿
が
大
破
し
た

の
で
再
建
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
棟
札
に
は
小

野
崎
越
前
守
以
下
五
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
城

主
一
族
の
石
神
城
再
建
の
記
念
碑
的
施
設
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

住
吉
神
社
が
石
神
城
の
鎮
守
で
あ
る
な
ら
、
一
般
的

に
は
城
の
東
北（
鬼
門
）方
面
に
あ
る
は
ず
で
す
が
、
現
在

の
長
松
院
の
山
号
が
住
吉
山
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見

て
、
元
は
石
神
内
宿
の
住
吉
山
長
松
院
の
近
く
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
茨
城
県
神
社
誌
』に
は
大
同
元

か
ん
じ
ょ
う

（
八
〇
六
）
年
に
摂
津
の
住
吉
の
神
を
勧
請
し
、
石
神
内

宿
道
入
内
に
あ
っ
た
が
、
徳
治
元（
一
三
〇
六
）年
に
石
神

外
宿
に
移
さ
れ
た
と
旧
記
に
書
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
代
に
つ
い
て
は
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
石

神
外
宿
に
は
、
住
吉
神
社
の
ほ
か
石
神
社
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
ど
ち
ら
も
石
神
内
宿
一
・
二
区
、
石
神
外
宿

一
・
二
区
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
立
東
海
高
等
学
校
教
諭

東
海
村
歴
史
資
料
館
検
討
委
員
会
委
員

高
橋　

裕
文


